
 教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子供 

 

 

 

 

 

 

 １５日は、創立記念式を本校体育館で挙行し

ました。創立記念日は１２月１５日ですが、寒

さ対策ということで、１か月前倒しで行ったも

のです。多くの来賓の方々と、ＰＴＡ・地域の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方々もおいでいただき、盛会裏に終了しました。

地区在住の近藤阿由良さんには校歌のピアノ伴

奏をお願いし、行事に花を添えていただきまし

た。以下に式辞の抜粋を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月号  R1.11.25 

天童市立干布小学校 

校長 三好 義宏 

 

 いただいた松もしっかりと大地に根を下ろし、冬を迎える準備をしております。このよき日に、天童市立

干布小学校創立１４０周年記念式を迎えることができますことは、ここにお集まりの皆様のおかげであり、

児童１２４名と一緒にお祝いできる幸せを感じております。今日は、創立記念式の合言葉、「昔を振り返り、

今を見つめ直し、未来の夢を語ろう。」にかかわる三つのお話をいたします。 

一つ目は、創立時の名前「修來学校」の話です。修は修めると読み、普通は学業を修めるという意味に使

われます。來は来るの旧字体で、普通はおいで下さるという意味になります。ですから、修來学校を柔らか

い言葉で表しますと、「おべんきょうにおいでよ、おらだの学校さ」になるのでしょう。武士や名主の息子、

それも男しか勉強させてもらえなかった時代を経て、男の子も女の子も勉強においでよと呼びかけているよ

うな名前の学校だったのが干布小学校なのです。 

二つ目は、スクールコンサートの話です。コンサートは、聴いて楽しむばかりでなく、歌い手のメッセー

ジを感じ取るのも楽しみの一つです。朝倉さやさんの歌に『茶の間に帰る』という曲があります。その一節

です。「生んでくれて育ててくれて どんな時も愛してくれて 『宝物だから』って やさしい笑顔ありがと

う」これは、母の愛情はもちろん、地域で語られている「子どもは地域の宝」と同じ優しさも聴こえてきま

す。皆さんへ、自分を支えて下さっている人々に思いを持つ大事さを伝えてくれている曲だと感じています。 

三つ目は、校旗の話です。ステージに向かって右側に飾ってあります副校旗の色とその色の持つイメージ

は、児童とその家族と学校で決めました。校章は菜の花色で、太陽の光を浴びた大地に咲く花の色であり、

快活に成長する干布の子ども達を表しています。地の色は天色で、澄みわたる青空の色であり、大きな心で

子ども達を包み込む干布小学校を表現しています。１４０周年の節目にあたり、凛としたたたずまいの副校

旗に恥じないよう、子ども達も私達教職員も、未来に向かってしっかりと成長していこうと決意を新たにし

ております。 

最後になりましたが、お忙しい中ご臨席を賜りました、天童市長 山本信治 様をはじめ、地域の皆様、

百二十四名の本校児童を、これまで同様に温かく見守っていただき、本校の教育活動に一層のご支援ご協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

←児童代表の工藤祐也さんの感想「式典での言葉では、は

きはきとみなさんにきこえやすいように言うことを意識し

ました。話している途中で緊張がとけて、しっかり気持ち

を伝えることができ、達成感がありました。式典が終わっ

て地域の方々から『よかったよ。』と声をかけていただき、

うれしかったです。」 



 

 

 

 式典後は、シンガーソングライター朝倉さや

さんのコンサートを実施しました。周年行事の

メイン行事として、実現したものです。 

 事務局からリクエストした曲も歌っていただ

き、迫力ある歌声に子ども達は感動しながら聞

き入っていました。本校では、昼休みに放送委

員会が曲を流し、担任が事前指導を行う等、朝

倉さんを心待ちにしておりました。 

 朝倉さんが「みなさんは宝物、命を大切にし

て、近くの人に相談してください。愛は近くに

あるよ。」と呼びかける場面もありました。心に

温かいものをいただいた、ひと時でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

↑朝倉さんに、花束を渡す６年水戸部ほたるさん 
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１０月２７日は、公民館大会の中で、

小学生スピーチコンテストがありまし

た。４年工藤彰大さん・花輪美月さん、

５年渡邊桃華さん・花輪美月さん、６年

森谷莉乎さん・佐藤竜介さんが、それぞ

れに自分の考えをしっかり発表しまし

た。竜介さんは、３年連続の出場でした。 

１０月２６日は、学習発表会でし

た。１・２年生は、生活に根ざした

劇、３・４年生は、合唱と総合学習

の中間発表、５年生は宿泊学習を題

材にした劇、６年生は、干布の歴史

をスライドと劇で表現しました。 

創立記念式の時にうれし

いことがありました。地域の

方が、アルストロメリアとヒ

マワリを届けてくださいま

した。感謝です！ 

児童の歌伴奏の蜂谷友希さんの感想「け

がをして、ピアノを弾けないと思ってい

ました。しかし、いっぱい練習して間違

えずに弾けたのでよかったです。」 


